
施策概要

効 果

◼ 全国的な対策と効果
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◼ 予算額（国費）（加速化・深化分）

線状降水帯の予測精度向上等の防災気象情報の

高度化対策【国土交通省】

１１３

水蒸気等の観測強化及び最新のスーパーコンピュータ導入等や情報シス

テム更新等による予測の強化により防災気象情報を高度化

気象庁
線状降水帯の予測精

度向上等の防災気象

情報の高度化対策

＜次期静止気象衛星やアメダス、気象レーダー等による水蒸気等の観測を強化＞

＜強化した気象庁スーパーコンピュータ等を活用し、予測技術を高度化＞

線状降水帯

暖かく湿った風
（水蒸気を含む風）

二重偏波気象レーダーアメダスでの湿度観測海洋気象観測船

令和1２年度の運用開始を目指す

0

17

33

50

67 67 67

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

【KPI】線状降水帯に関する情報の迅速化・詳細化（発生情報の

早期提供に係る３工程、半日前予測の開始及び対象領域の段

階的な絞り込みに係る３工程）の実施進捗率

初期値（％）

目標値（％）

５か年加速化対策

【活用事例：線状降水帯の半日程度前からの呼びかけ】
R６.５から対象地域を地方単位から府県単位に絞り込んでの呼びかけを開始。

68７地点運用（R8.３）

２府県

15地点運用（R8.3）R6.3に凌風丸を更新整備し、運用

実際に宮崎県にて「顕著な大雨に関する気象情報」
を発表

呼びかけの対象地域※鹿児島県では奄美地方を区別して
発表

大分県新運用

宮崎県

次期静止気象衛星（R5整備着手）

九州南部
・奄美地方

旧運用

９府県

九州北部
地方

3時間降水量 2025年9月4日19時00分

宮崎県線状降水帯の雨

域(現在時刻の

解析)

線状降水帯の雨

域(10～30分先

の解析)

対
象
地
域
を
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発
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(左）気象庁スーパーコンピュータシス
テム・・・R５更新
（中央）線状降水帯予測スーパーコン
ピュータ・・・R4運用開始
（右）スーパーコンピュータ「富岳」
R3より予測技術高度化に活用開始

宮崎県で
線状降水帯が発生

1-5

防災気象情報を段階的に高度化することで、国民ひとりひとりに

線状降水帯による大雨の危機感をより早く伝達

◼ 目標達成の見通し

R3 R4 R5

52億円 258億円 656億円

R6 R7 累計

219億円 223億円 1,408億円

※ このほか、加速化・深化分以外の予算も措置されている

ー


